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Sheet1



						建替え後
（最新） タテカ アト サイシン		建替え前
(S54､旧耐震) タテカ マエ キュウ タイシン		標準的物件
の例(参考) ヒョウジュン テキ ブッケン レイ サンコウ

				階高 カイダカ		3300mm		2800mm		2960mm

				天井高 テンジョウ ダカ		2600mm		2350mm		2450mm

				床スラブ厚 ユカ アツ		300mm		150mm		255mm

				　排水管位置 ハイスイカン イチ		スラブ上
(二重床） ウエ ニジュウ ユカ		スラブ下
（直床） シタ チョク ユカ		スラブ下
（直床） シタ

				エントランスの
オートロック		有り アリ		無し ナシ		有り アリ



				※建替え前の階高2650mm、床スラブ厚120mmの建替え事例もある。 タテカ マエ カイダカ ユカ アツ タテカ ジレイ

				　（確認中、旧耐震） カクニンチュウ キュウ タイシン







Sheet2



				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		要望 ヨウボウ

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高齢者が建替えに伴う転居を嫌う コウレイシャ タテカ トモナ テンキョ キラ		・隣接地等の別敷地への「建替え」を認めるよう、マンション建替え円滑化法の権利変換を拡充する。 タテカ エンカツカホウ ケンリ ヘンカン カクジュウ

						☆高経年マンションは質的にも陳腐化している コウケイネン シツ テキ チンプカ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない階高・スラブ厚が見劣りする建物は、耐震性があっても建替え又は敷地売却をする アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン カイダカ アツ ミオト タテモノ タイシンセイ タテカ マタ シキチ バイキャク				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆団地の合意形成はさらに難易度が高い
（団地全体の4/5の賛成に加えて棟別2/3も充たす必要がある） ダンチ ゴウイ ケイセイ ナンイド タカ ダンチ サンセイ		・住み続けたい棟、建替えたい棟を敷地分割するような柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ タテカ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ

						☆老朽化した小規模マンションの建替えが難しい ロウキュウカ ショウキボ タテカ ムズカ		・耐震性がある高経年マンションで建替えが難しい場合、敷地売却ができるように制度を緩和する タイシンセイ コウケイネン タ カ ムズカ バアイ シキチ バイキャク セイド カンワ

								・高経年マンションの建替えの場合は小敷地でも容積割増を受けられるよう、総合設計制度を拡充する。 コウケイネン タテカ バアイ ショウ シキチ ヨウセキ ワリマシ ウ ソウゴウ セッケイ セイド カクジュウ

								・日影規制導入前の物件は、旧耐震だが建替えると小さくなるので対応策が必要 ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン キュウ タイシン タテカ チイ タイオウ サク ヒツヨウ

						☆専有部への追加投資は将来の建替えの阻害要因になる センユウブ ツイカ トウシ ショウライ タテカ ソガイ ヨウイン		・リフォームは理事会の許認可事項なので、建替え適齢期のマンションの理事会への啓蒙活動を行う。 リジカイ キョニンカ ジコウ タテカ テキレイキ リジカイ ケイモウ カツドウ オコナ

						☆区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要な場合もある クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン ケンリ カンケイ セイジョ ヒツヨウ バアイ		・区分所有法制定以前のマンションの理事会に対し、啓蒙活動を行う。 クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン リジカイ タイ ケイモウ カツドウ オコナ







				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						論点 ロンテン		対応 タイオウ

				管理 カンリ		☆分譲後はデベロッパーの関与は限定的となる ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等の説明を尽くす ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ セツメイ ツ

				段階				・ハード・ソフト両面の工夫をこらす リョウメン クフウ







修正版



				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		改善の方向性（案） カイゼン ホウコウセイ アン		頁 ページ

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高経年マンションは耐震性がある場合
　でも、老朽化で安全性に問題があり
　質的にも陳腐化している場合が多い コウケイネン タイシンセイ バアイ ロウキュウカ アンゼンセイ モンダイ チンプカ バアイ オオ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない
　性能が今より低い建物は、耐震性がある場合でも
　建替え又は敷地売却を促進するよう制度を緩和する。 アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン セイノウ イマ ヒク タテモノ タイシンセイ バアイ タテカ マタ シキチ バイキャク ソクシン セイド カンワ		4				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆団地の合意形成は難しい ダンチ ゴウイ ケイセイ ムズカ		・住み続けたい棟、再生したい棟を敷地分割するような
　柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ サイセイ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ		5

						☆老朽化したマンションの建替えに
　向けた合意形成が難しい ロウキュウカ タテカ ゴウイ ケイセイ ムズカ		・相続等の要因で権利者の特定に時間を要する場合があり、改善が
　望まれる。 ソウゾク トウ ヨウイン ケンリ シャ トクテイ ジカン ヨウ バアイ カイゼン ノゾ		6

								・引越し回数を減らし合意形成を促進するため、隣接地等も含めた
　合理的な土地利用を行う。 ヒッコ カイスウ ヘ ゴウイ ケイセイ ソクシン リンセツ ナド セッチ フク ゴウリテキ トチ リヨウ オコナ

								・総合設計で容積割増できない物件や、日影規制導入前の物件で、
　建替えると従前の大きさの建物が建たない場合がある。対応が望まれる ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン タテカ ジュウゼン オオ タテモノ タ バアイ タイオウ ノゾ		7,8

						☆その他 タ		・専有部に追加投資をした区分所有者は、将来の建替えに反対する場合が
　多い。リフォームと建替えを合理的に判断するようなアドバイスが望まれる
　のではないか。 センユウブ ツイカ トウシ クブン ショユウシャ ショウライ タテカ ハンタイ バアイ オオ タテカ ゴウリテキ ハンダン ノゾ		-

								・区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要な場合も
　散見される。 サンケン		-





				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						ポイント		行っている対応 オコナ タイオウ

				管理
段階 カンリ		☆分譲後は、デベロッパーのマンション
　への関与は限定的 ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等を充分に説明する ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ ジュウブン セツメイ		9

								・ハード・ソフト両面のサービスを充実する リョウメン ジュウジツ		10,
11
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														（模式図）　カッコ内は建替えへの賛成比率 モシキズ ナイ タテカ サンセイ ヒリツ
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Sheet1



						建替え後
（最新） タテカ アト サイシン		建替え前
(S54､旧耐震) タテカ マエ キュウ タイシン		標準的物件
の例(参考) ヒョウジュン テキ ブッケン レイ サンコウ

				階高 カイダカ		3300mm		2800mm		2960mm

				天井高 テンジョウ ダカ		2600mm		2350mm		2450mm

				床スラブ厚 ユカ アツ		300mm		150mm		255mm

				　排水管位置 ハイスイカン イチ		スラブ上
(二重床） ウエ ニジュウ ユカ		スラブ下
（直床） シタ チョク ユカ		スラブ上
（一部二重床） ウエ イチブ ニジュウ

				エントランスの
オートロック		有り アリ		無し ナシ		有り アリ



				※建替え前の階高2650mm、床スラブ厚120mmの建替え事例もある。 タテカ マエ カイダカ ユカ アツ タテカ ジレイ

				　（S31竣工、旧耐震） シュンコウ キュウ タイシン
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				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		要望 ヨウボウ

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高齢者が建替えに伴う転居を嫌う コウレイシャ タテカ トモナ テンキョ キラ		・隣接地等の別敷地への「建替え」を認めるよう、マンション建替え円滑化法の権利変換を拡充する。 タテカ エンカツカホウ ケンリ ヘンカン カクジュウ

						☆高経年マンションは質的にも陳腐化している コウケイネン シツ テキ チンプカ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない階高・スラブ厚が見劣りする建物は、耐震性があっても建替え又は敷地売却をする アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン カイダカ アツ ミオト タテモノ タイシンセイ タテカ マタ シキチ バイキャク				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆団地の合意形成はさらに難易度が高い
（団地全体の4/5の賛成に加えて棟別2/3も充たす必要がある） ダンチ ゴウイ ケイセイ ナンイド タカ ダンチ サンセイ		・住み続けたい棟、建替えたい棟を敷地分割するような柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ タテカ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ

						☆老朽化した小規模マンションの建替えが難しい ロウキュウカ ショウキボ タテカ ムズカ		・耐震性がある高経年マンションで建替えが難しい場合、敷地売却ができるように制度を緩和する タイシンセイ コウケイネン タ カ ムズカ バアイ シキチ バイキャク セイド カンワ

								・高経年マンションの建替えの場合は小敷地でも容積割増を受けられるよう、総合設計制度を拡充する。 コウケイネン タテカ バアイ ショウ シキチ ヨウセキ ワリマシ ウ ソウゴウ セッケイ セイド カクジュウ

								・日影規制導入前の物件は、旧耐震だが建替えると小さくなるので対応策が必要 ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン キュウ タイシン タテカ チイ タイオウ サク ヒツヨウ

						☆専有部への追加投資は将来の建替えの阻害要因になる センユウブ ツイカ トウシ ショウライ タテカ ソガイ ヨウイン		・リフォームは理事会の許認可事項なので、建替え適齢期のマンションの理事会への啓蒙活動を行う。 リジカイ キョニンカ ジコウ タテカ テキレイキ リジカイ ケイモウ カツドウ オコナ

						☆区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要な場合もある クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン ケンリ カンケイ セイジョ ヒツヨウ バアイ		・区分所有法制定以前のマンションの理事会に対し、啓蒙活動を行う。 クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン リジカイ タイ ケイモウ カツドウ オコナ







				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						論点 ロンテン		対応 タイオウ

				管理 カンリ		☆分譲後はデベロッパーの関与は限定的となる ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等の説明を尽くす ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ セツメイ ツ

				段階				・ハード・ソフト両面の工夫をこらす リョウメン クフウ
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Sheet1



						建替え後
（最新） タテカ アト サイシン		建替え前
(S54､旧耐震) タテカ マエ キュウ タイシン		標準的物件
の例(参考) ヒョウジュン テキ ブッケン レイ サンコウ

				階高 カイダカ		3300mm		2800mm		2960mm

				天井高 テンジョウ ダカ		2600mm		2350mm		2450mm

				床スラブ厚 ユカ アツ		300mm		150mm		255mm

				　排水管位置 ハイスイカン イチ		スラブ上
(二重床） ウエ ニジュウ ユカ		スラブ下
（直床） シタ チョク ユカ		スラブ下
（直床） シタ

				エントランスの
オートロック		有り アリ		無し ナシ		有り アリ



				※建替え前の階高2650mm、床スラブ厚120mmの建替え事例もある。 タテカ マエ カイダカ ユカ アツ タテカ ジレイ

				　（確認中、旧耐震） カクニンチュウ キュウ タイシン
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				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		要望 ヨウボウ

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高齢者が建替えに伴う転居を嫌う コウレイシャ タテカ トモナ テンキョ キラ		・隣接地等の別敷地への「建替え」を認めるよう、マンション建替え円滑化法の権利変換を拡充する。 タテカ エンカツカホウ ケンリ ヘンカン カクジュウ

						☆高経年マンションは質的にも陳腐化している コウケイネン シツ テキ チンプカ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない階高・スラブ厚が見劣りする建物は、耐震性があっても建替え又は敷地売却をする アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン カイダカ アツ ミオト タテモノ タイシンセイ タテカ マタ シキチ バイキャク				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆団地の合意形成はさらに難易度が高い
（団地全体の4/5の賛成に加えて棟別2/3も充たす必要がある） ダンチ ゴウイ ケイセイ ナンイド タカ ダンチ サンセイ		・住み続けたい棟、建替えたい棟を敷地分割するような柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ タテカ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ

						☆老朽化した小規模マンションの建替えが難しい ロウキュウカ ショウキボ タテカ ムズカ		・耐震性がある高経年マンションで建替えが難しい場合、敷地売却ができるように制度を緩和する タイシンセイ コウケイネン タ カ ムズカ バアイ シキチ バイキャク セイド カンワ

								・高経年マンションの建替えの場合は小敷地でも容積割増を受けられるよう、総合設計制度を拡充する。 コウケイネン タテカ バアイ ショウ シキチ ヨウセキ ワリマシ ウ ソウゴウ セッケイ セイド カクジュウ

								・日影規制導入前の物件は、旧耐震だが建替えると小さくなるので対応策が必要 ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン キュウ タイシン タテカ チイ タイオウ サク ヒツヨウ

						☆専有部への追加投資は将来の建替えの阻害要因になる センユウブ ツイカ トウシ ショウライ タテカ ソガイ ヨウイン		・リフォームは理事会の許認可事項なので、建替え適齢期のマンションの理事会への啓蒙活動を行う。 リジカイ キョニンカ ジコウ タテカ テキレイキ リジカイ ケイモウ カツドウ オコナ

						☆区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要な場合もある クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン ケンリ カンケイ セイジョ ヒツヨウ バアイ		・区分所有法制定以前のマンションの理事会に対し、啓蒙活動を行う。 クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン リジカイ タイ ケイモウ カツドウ オコナ







				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						論点 ロンテン		対応 タイオウ

				管理 カンリ		☆分譲後はデベロッパーの関与は限定的となる ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等の説明を尽くす ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ セツメイ ツ

				段階				・ハード・ソフト両面の工夫をこらす リョウメン クフウ







修正版



				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		改善の方向性（案） カイゼン ホウコウセイ アン

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高経年マンションは耐震性がある場合でも、
　老朽化で安全性に問題があり質的にも
　陳腐化している場合が多い コウケイネン タイシンセイ バアイ ロウキュウカ アンゼンセイ モンダイ シツテキ チンプカ バアイ オオ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない
　性能が今より低い建物は、耐震性がある場合でも
　建替え又は敷地売却を促進するよう制度を緩和する。 アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン セイノウ イマ ヒク タテモノ タイシンセイ バアイ タテカ マタ シキチ バイキャク ソクシン セイド カンワ				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆老朽化したマンションの建替えに向けた
　合意形成が難しい ロウキュウカ タテカ ム ゴウイ ケイセイ ムズカ		・相続等の要因で権利者の特定に時間を要する場合が
　あり、改善が望まれる。 ソウゾク トウ ヨウイン ケンリ シャ トクテイ ジカン ヨウ バアイ カイゼン ノゾ

								・引越し回数を減らし合意形成を促進するため、隣接地
　等も含めた合理的な土地利用を行う。 ヒッコ カイスウ ヘ ゴウイ ケイセイ ソクシン リンセツ ナド セッチ フク ゴウリテキ トチ リヨウ オコナ

								・日影規制導入前の物件で、旧耐震だが建替えると従前の大きさ
　の建物が建たない場合がある。対応が望まれる ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン キュウ タイシン タテカ ジュウゼン オオ タテモノ タ バアイ タイオウ ノゾ

						☆団地の合意形成はさらに難易度が高い
（団地全体の4/5の賛成に加え棟別2/3も充たす必要） ダンチ ゴウイ ケイセイ ナンイド タカ ダンチ サンセイ		・住み続けたい棟、再生したい棟を敷地分割するような
　柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ サイセイ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ

						☆その他 タ		・専有部に追加投資をした区分所有者は、将来の建替えに反対する
　場合が多い。リフォームと建替えを合理的に判断するようなアドバ
　イスが望まれるのではないか。 センユウブ ツイカ トウシ クブン ショユウシャ ショウライ タテカ ハンタイ バアイ オオ タテカ ゴウリテキ ハンダン ノゾ

								・区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要
　な場合も散見される。 サンケン







				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						論点 ロンテン		対応 タイオウ

				管理
段階 カンリ		☆分譲後は、デベロッパーの関与は
　限定的となる ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等の
　説明を尽くす ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ セツメイ ツ

								・ハード・ソフト両面の工夫をこらす リョウメン クフウ
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														（模式図）　カッコ内は建替えへの賛成比率 モシキズ ナイ タテカ サンセイ ヒリツ
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						建替え後
（最新） タテカ アト サイシン		建替え前
(S54､旧耐震) タテカ マエ キュウ タイシン		標準的物件
の例(参考) ヒョウジュン テキ ブッケン レイ サンコウ

				階高 カイダカ		3300mm		2800mm		2960mm

				天井高 テンジョウ ダカ		2600mm		2350mm		2450mm

				床スラブ厚 ユカ アツ		300mm		150mm		255mm

				　排水管位置 ハイスイカン イチ		スラブ上
(二重床） ウエ ニジュウ ユカ		スラブ下
（直床） シタ チョク ユカ		スラブ下
（直床） シタ

				エントランスの
オートロック		有り アリ		無し ナシ		有り アリ



				※建替え前の階高2650mm、床スラブ厚120mmの建替え事例もある。 タテカ マエ カイダカ ユカ アツ タテカ ジレイ

				　（確認中、旧耐震） カクニンチュウ キュウ タイシン
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				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		要望 ヨウボウ

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高齢者が建替えに伴う転居を嫌う コウレイシャ タテカ トモナ テンキョ キラ		・隣接地等の別敷地への「建替え」を認めるよう、マンション建替え円滑化法の権利変換を拡充する。 タテカ エンカツカホウ ケンリ ヘンカン カクジュウ

						☆高経年マンションは質的にも陳腐化している コウケイネン シツ テキ チンプカ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない階高・スラブ厚が見劣りする建物は、耐震性があっても建替え又は敷地売却をする アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン カイダカ アツ ミオト タテモノ タイシンセイ タテカ マタ シキチ バイキャク				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆団地の合意形成はさらに難易度が高い
（団地全体の4/5の賛成に加えて棟別2/3も充たす必要がある） ダンチ ゴウイ ケイセイ ナンイド タカ ダンチ サンセイ		・住み続けたい棟、建替えたい棟を敷地分割するような柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ タテカ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ

						☆老朽化した小規模マンションの建替えが難しい ロウキュウカ ショウキボ タテカ ムズカ		・耐震性がある高経年マンションで建替えが難しい場合、敷地売却ができるように制度を緩和する タイシンセイ コウケイネン タ カ ムズカ バアイ シキチ バイキャク セイド カンワ

								・高経年マンションの建替えの場合は小敷地でも容積割増を受けられるよう、総合設計制度を拡充する。 コウケイネン タテカ バアイ ショウ シキチ ヨウセキ ワリマシ ウ ソウゴウ セッケイ セイド カクジュウ

								・日影規制導入前の物件は、旧耐震だが建替えると小さくなるので対応策が必要 ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン キュウ タイシン タテカ チイ タイオウ サク ヒツヨウ

						☆専有部への追加投資は将来の建替えの阻害要因になる センユウブ ツイカ トウシ ショウライ タテカ ソガイ ヨウイン		・リフォームは理事会の許認可事項なので、建替え適齢期のマンションの理事会への啓蒙活動を行う。 リジカイ キョニンカ ジコウ タテカ テキレイキ リジカイ ケイモウ カツドウ オコナ

						☆区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要な場合もある クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン ケンリ カンケイ セイジョ ヒツヨウ バアイ		・区分所有法制定以前のマンションの理事会に対し、啓蒙活動を行う。 クブン ショユウ ホウ セイテイ イゼン リジカイ タイ ケイモウ カツドウ オコナ







				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						論点 ロンテン		対応 タイオウ

				管理 カンリ		☆分譲後はデベロッパーの関与は限定的となる ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等の説明を尽くす ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ セツメイ ツ

				段階				・ハード・ソフト両面の工夫をこらす リョウメン クフウ







修正版



				マンション再生に関しデベロッパーが直面する課題 サイセイ カン チョクメン カダイ

						直面する課題 チョクメン カダイ		改善の方向性（案） カイゼン ホウコウセイ アン

				再生
段階 サイセイ ダンカイ		☆高経年マンションは耐震性がある場合でも、
　老朽化で安全性に問題があり質的にも
　陳腐化している場合が多い コウケイネン タイシンセイ バアイ ロウキュウカ アンゼンセイ モンダイ シツテキ チンプカ バアイ オオ		・安全性に問題がある建物、リフォームで改善できない階高・スラブ厚が今より低い建物は、耐震性があっても建替え又は敷地売却をする措置を導入する。 アンゼンセイ モンダイ タテモノ カイゼン カイダカ アツ イマ ヒク タテモノ タイシンセイ タテカ マタ シキチ バイキャク ソチ ドウニュウ				安全、と快適性 アンゼン カイテキセイ

						☆老朽化したマンションの建替えに向けた
　合意形成が難しい ロウキュウカ タテカ ム ゴウイ ケイセイ ムズカ		・高経年マンションで建替えが難しい場合、耐震性がある場合でも敷地売却ができるように制度を緩和する コウケイネン タ カ ムズカ バアイ タイシンセイ バアイ シキチ バイキャク セイド カンワ

								・建替えに伴う転居を嫌う人を救うため、隣接地等の別敷地への「建替え」を認めるよう、権利変換を拡充する。 タテカ トモナ テンキョ キラ ヒト スク リンセツチ ケンリ ヘンカン カクジュウ

								・日影規制導入前の物件で、旧耐震だが建替えると小さくなる場合があるので対応策が必要 ニチエイ キセイ ドウニュウ マエ ブッケン キュウ タイシン タテカ チイ バアイ タイオウ サク ヒツヨウ

						☆団地の合意形成はさらに難易度が高い
（団地全体の4/5の賛成に加え棟別2/3も充たす必要） ダンチ ゴウイ ケイセイ ナンイド タカ ダンチ サンセイ		・住み続けたい棟、再生したい棟を敷地分割するような
　柔軟な措置を導入する。 ス ツヅ ムネ サイセイ ムネ シキチ ブンカツ ジュウナン ソチ ドウニュウ

						☆その他 タ		・専有部に追加投資をした区分所有者は、将来の建替えに反対する場合が多い。リフォームは理事会の許認可事項なので、建替え適齢期のマンションの理事会への啓蒙活動が望ましいのではないか。 センユウブ ツイカ トウシ クブン ショユウシャ ショウライ タテカ ハンタイ バアイ オオ リジカイ キョニンカ ジコウ タテカ テキレイキ リジカイ ケイモウ カツドウ ノゾ

								・区分所有法制定以前のマンションでは、権利関係の整序が必要な場合も散見される。そのようなマンションの理事会に対し、前広に啓蒙活動を行うことが望ましいのではないか。 サンケン リジカイ タイ マエビロ ケイモウ カツドウ オコナ ノゾ







				マンション管理に関してのデベロッパーの対応 カンリ カン タイオウ

						論点 ロンテン		対応 タイオウ

				管理
段階 カンリ		☆分譲後は、デベロッパーの関与は
　限定的となる ブンジョウ ゴ カンヨ ゲンテイテキ		・分譲時に長期修繕計画、修繕積立金、管理内容等の説明を尽くす ブンジョウ ジ チョウキ シュウゼン ケイカク シュウゼン ツミタテ キン カンリ ナイヨウ トウ セツメイ ツ

								・ハード・ソフト両面の工夫をこらす リョウメン クフウ
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																		後退距離 コウタイ キョリ																																																										後退距離 コウタイ キョリ

														← ２ｍ＋√ｈ →																																																										← ２ｍ＋√ｈ →

																(h=12m⇒5.5ｍ)																																																										(h=12m⇒5.5ｍ)






(BHB) TOvy/N\—hrR1-
IovavBEDERRE

OMEMEHY THLEMIL-BEFEILLT-
I3V DBEFENDFTE

OFMBAET., FAMFHITIBEERZASHELT
DENTEHEEFE. FHLEBEICEITHAEK

OBX.ICH9AFZIEDTE
OEZERFNNEHDFEEL

SEZETL AN SEEET S8
lL.\L\t)]’JT';dﬁyéﬁ ‘ *TQA%




AV ER SOV TDERE
DEFHEEE. BREBEILEF

[AHDDET VY 3 VOEESZEGAZILRHRNE (Gr¥) ]

EES Q0O
BEEmE O0O. OOm
ERE 00, OOOH EEETH SRRSO RIHEOHE
(BFEFEILE OO0, OOOH ( 1~ 54%H)

OO0, OOOH ( 6~10%H)

OO0, OOO0OH (1 1~1 SEE) SR E X S

OO, OOOH (16~30£&H) R
gEEHE 00, OOOH FRAEERR
BiEFEIIEE 000, OO0OH eI RE

——TE TS

Y3 VERT, BIEZRIOFHDERESL
BETHEL, TENZHA S LD ICERBILIEE
HEL. BAEICIRRLTWD, (REEETE)

1234567 8 9101112131415161718192021222324252627282930

(FEHEEEROERFN A EHEFHEBIER)



OXRLERAMOREHLOT

BB

1 25—*515

B

—

AY|

==

B It

DIN—FE

_/fd)ﬁ,_lﬁ_ —C1 o~

B ERHADEHKEDEHAL - RFMILE

BEREKEBEREA-> (AP TE) BRSPS A5 A
"
RERAN
| €D
|' : | _,__.-ﬂ
-L__,EF--J-__;_-—-.l—T-;._,_";‘::_.__J‘ -
oD =~
rﬂﬁ)\.jj AD|
— cD MK T %0

1y

[ZBHT ALK

X
<. THfEEE - =) T DEEERILEE

18FIZKHE

SR DFEEIKEDEM AL -KFaE 0L

IE=37]
B R TS
()R BHEPR

(BFRFHEITSIT47301. TLRV)—RMBHiREE)



7//3/%‘:.%‘%‘*1@%@! B9 4HIxK
QYVIrE (D ESHIRAE)

v

Al INFO(XKIR) _
EFIETIR. AISEELRED -

H—E XZBFL.
DEEYIMHICEE

SFAE ANV 7—AM, FTov 0k

— — YA S —

A2 =TT (QARTRA1ZVT)
X > » << a

7@ FNT IV XEB K REmE
SEPSDBHSLLRE  — B LIS = PRELEEE SE L k f 14

Qﬁm 4&/#(}\%%‘@1 .Eg:&g‘gg}égg;gﬁﬁﬁfﬁﬂcLﬁTﬁHﬁ’éi MA.AZ1=FrBERPHEVEBREV L AIEBOEEETAT 7Y

‘ / @ ZyFNAFNEETHTRIETE. FEBSXMHT2460 B5LICMbO ML LY —E A EFIHTHE.
Eg'!‘!v!ﬂ'lﬁ

, R %1&3—11 :‘I;:I-.I\ H_ @ AIEERFEOLOBLLRM PRI EHNERITHE . SHEY — L ARBO B A %K.
= ® Al INFODBBEERT—h 77 Y THRATEBESCT 7T BIEILEY. WD TH. EC THAMTHE.
| Tl

—

)Luu.

ﬁ\ﬁﬁ;ﬁ%—%’@%é%ﬂﬁﬁ SHOTEVWLOOPERABEERY—-ER
(ZHAFHELY Ty EFERL)
EEXEHEIFDATHIAREL.
HEMS DODAEEXIGY-E A,
SIELMNG2FRBD T 75— Pri
H—ERRTHREERATED rrime

AT H—E R OHETORIE

|l LRI
(BT LAYY—R  HPHI ST ENHEIEBIER)




	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	高経年マンションは耐震性がある場合も、老朽化で�安全性に問題あり、質的に陳腐化した場合が多い�⇒マンション再生手法の充実が望まれる
	スライド番号 6
	（参考）老朽化したマンションの建替えに向けた合意形成が�難しい　⇒再生に対する支援の充実が望まれる
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	マンション分譲時 管理についての説明�①住戸別管理費、修繕積立金等
	マンション分譲会社の管理に関する工夫�①ハード面
	マンション分譲会社の管理に関する工夫�②ソフト面（分譲会社提供）



